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誇りある組織確立グループ　基本方針（案）Ｖｅｒ．４
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専務理事：鈴木　辰太郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　室長：伊藤　健二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局長：武田　靖裕

昨年の東日本大震災は、我々の生活に甚大な被害を与えたのは勿論、政治・経済・社会が抱える矛盾や本質を露呈させるとともに、大きな政治経済の変動、そして社会変動の引きがねとなりました。今、山形青年会議所はそんな激動の時代を、先達より受け継いだ歴史と伝統を胸に、公益性を追求する新たな団体としてその一歩を踏み出したのだと認識していく必要があります。
現在のメンバー構成上、ここ数年の間に多くの同志が卒業していきます。そんな状況において誇りあるそして活力ある組織を維持するための必須条件は何かと問えば、迷うことなく「会員の拡大」であるといえます。私たちは、２０１４ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会を目指すという大きな目標に向かって邁進するＬＯＭとして、誇りを堅持し活気に満ちた力強い組織を維持しなければなりません。それには「会員拡大」は必須条件であります。まずは山形市全体に私たち青年会議所の活動をわかりやすく発信し、ＪＣ運動の理解者を地域全体に拡げて参ります。そして、多くの拡大情報の提供をもとに明確な目標をたて戦略的に会員拡大を行っていき、結果多くの志を同じうする新入会員の入会へと確実に繋げていきます。本年、私たち山形青年会議所は公益社団法人格を取得し、“まちづくり･ひとづくり”のための事業活動に対して、法令を遵守し公益活動を行う他の団体の模範となる活動をしていかなければなりません。５６年の歴史と伝統を踏まえつつ、今まさに「新たな組織の確立」が求められているのです。そのためにはメンバー一人ひとりが公益性を理解し、“地域のため・市民のため”という意志を持って活動することが必要不可欠です。また諸会議の円滑な会議運営は勿論のこと、公益団体として市民に認知される例会や庶務活動を行って参ります。メンバー同士が相互に理解し、一体となって組織の基盤を作ります。
私たち誇りある組織確立グループは、全てのＪＣ運動の源である会員拡大とそのマンパワーを機軸にし５年後、１０年後の山形青年会議所を見据えた磐石な組織運営を確立致します。そして生まれ変わった新たなスタートを切った山形青年会議所の強固な土台を創り出し、「未来に対し説得力ある」やまがたを創造します。

[基本テーマ]

「やまがた」への思い溢れるまだ見ぬ仲間を求めて。未来へ繋ぐ誇りある組織の確立！
[重点事項]
1． 会員の拡大に関する事項
2． 新入会員事業に関する事項
3． 総会・例会・理事会運営に関する事項
4． 例会の企画・実施に関する事項
5． ＡＳＰＡＣ招致活動に関する事項
次回締切日：２０１１年１０月２１日（金）　正午
１０月　４日（火）　第２回役員予定者会議にて協議①

１０月２４日（月）　第３回役員予定者会議にて協議②
１１月２１日（月）　第４回役員予定者会議にて審議















